
甲状腺 1147

178　　結節性甲状腺腫に対する99・Tc・2elTl　sub－

　traction　scintigraphyの有用性

　片桐試i，岡村泰彦lp川野亮1，原田種一1，大

　塚信昭2，福永仁夫2，森田陸司2，（川崎医科大学内

　分泌外科1，同核医学科2）

　結節性甲状腺腫に対して施行した99°Tc－2elTl　sub－

traction　scinti8raphyを超音波検査及び切除標本と比

較し，その臨床的有用性N検討した．対象は組織型が

明らかである53例，59病変で，その内訳は腺口様甲状

腺口23例（17例は単結節性），腺■7例，嚢腫7例，

癌22例である．

　結果：陰影のfalse　positiveは8例（13．6X）に，

false　negativeは13例（22．OX）にみられた．結節の局

在に関する正診率は78．O駕で，超音波検査（72．9X）と

同程度で，99’Tc或は2elTl単独の62．7X，59．3Xよりも高

かった．病巣の描出能からみた有用性は，大：24例，

中：19例計43例（72．9X），有用性小及び無は計16例

（27．IX）で，多発結節性の場合は有用性が低い傾向が

みられた．Subtractionで得られた陽性像を検討すると，

腺腫様甲状腺腫においては辺操が不整で，内部構造も

不均一の傾向が強く，腺腫，癌では辺縁が此較的

smoothで内部構造も均一であるものが多く両者の鑑別

には有用であると思われた．しかし良性，悪性の鑑別

には不適当であった．

179　　　　Autono■ously　Functioning　Thyroid

Lesionsの診断におけるシンチグラフィの有用性

　池窪勝治1、半田文子1、山口PR；i、，才木康彦1、

　伊藤秀臣1、那須浩二1、羽渕洋子1、尾藤早苗i、

　日野恵1、石原隆2、早稲田則雄2、　（神戸市立中

　央市民病院核医学科1、同内科2）

　本邦におけるAutonomously　functioning　thyroid

lesions（AFTL）の報告は少ない。最近6年間に施行し

た甲状腺スキャン3486例中15例にAFTLを認め、組織学

的診断を得たので、その核医学検査の成績を報告する。

　15例（男：1、女：14）の年齢は32歳～72歳（平均54

歳）で機能坑進が6例（腺腫：3、癌：3）と正常櫨能が

9例（腺腫：6、癌：3）であった。　Tc－99■による甲状

腺摂取率は機能充進の癌の2例が高値、他はいずれも

低値～正常値であった。Tc－99■スキャンでは1例が多

発、他の14例は単発のwarm～hot　noduleを示し、こ

のうち10例は正常甲状腺像が抑制された。T1－201スキ

ャンでは14例中12例でnoduleの陽性像とともに正常甲

状腺が明瞭に描出された。　T3　suppression　image　lま

6例に施行し、noduleのautonomyおよびnodule外甲状

腺と下垂体の正常feedbackが確認された。

　以上の成績から↑c－99■とTl－201スキャンおよびT3

suppression　i願ageによりAF↑Lの診断は容易である．

癌の頻度が高く組織検査が必須で摘出術が望ましい。

180　　慢性甲状腺炎の検出における201T｜c1シン

　チグラフィーの意義に関する検討

　中駄邦博1，塚本江利子1，伊藤和夫1，川村直之1，

　藤森研司1，古舘正從1（北大　核），丁子清2，広村

　忠雄2，篠原正裕2（北大　放），野島孝之3（同　病

　理部）

　生検ないし手術により組織診断の確定した慢性甲

状腺炎（橋本病）47例を対象として201TICIシンチグ

ラフィの所見を検討した。甲状腺部と鼻腔部とのRlの

集積程度の比較に基づいてシンチグラフィの所見lt　4

つのtypeに分類した。24例（51．OX）で認められ、最も

頻度の高かった1型は、Basedow病が否定できれば橋本

病を強く示唆する所見と考えられ、サイログロブリン

抗体とマイクロゾーム抗体共に陰性の2例も含まれた．

他方、7例（14．6X）は単純性甲状腺腫や正常甲状腺と全

く区別できないlll型を呈した。　また、　Basedow病や

Hashitoxicosisとの鑑別が要求される場合には、201

TICIシンチグラフィは貢献度は低いものと考えられた。

　手術ないし切開生検が施行された12例ではその病理

組織像と201TICIの集積程度について検討した．橋本

病と結節性甲状腺腫との合併例は8例あったが、シン

チグラフィで両者とも正診することは困難であった。

181　　　99・Tc．パ＿テクネテート甲状腺シンチグラ

フィー施行時のRIアンギオグラフィーで認められる

一 過性編漫的高RI描出の検討。
　吉岡清郎㌔松沢大樹ls瀬尾信也2　（東北大学抗酸菌

　病研究所放射線㌧古川南町クリニック2）

　9SnTc一パーテクネテートを用いた甲状腺シンチグラ

フィー施行時にRIアンギオグラフィーを併用するこ

とは、補助的な情報を得ることから有用であると考え

られる。RIアンギオグフィーで得られる情報には．

腫瘍部のVasucularityに関する情報、周囲血管に及ぼ

すMass　effectの有無、甲状腺機能を反映すると考え

られる甲状腺出現時間・描出強度等が知られている．

　われわれは、99－Tc一パーテクネテート甲状腺シンチ

グラフィー施行時に全例でRIアンギオグラフィーを

行っている。このようなRIアンギオグラフィーの経

験で、時に頸動脈描出直後から甲状腺全体に一過性に

■漫的な高RI描出が認められた。このような症例の

Retrospectiveな検討を行ったところ、ほぼ全例が慢

性甲状腺炎の診断か成されていた．甲状腺RI診断で

多彩な所見を呈し診断が難しいと考えられる慢性甲状

腺炎の診断精度を上げることに、RIアンギオグラフ

ィーが有用である可能性が考えられる．この所見が慢

性甲状腺炎に特異的な所見であるか否か等、さらなる

検討を加え発表する．
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